
令和５年６月８日開催

＜発言者＞ ＜項目・内容＞

１ 委員長挨拶

委 員 長 「新聞で嘱託警察犬の委嘱の記事を読み、各地域で活躍してくれ

ることを願っている。また、台風が発生するようになり各地で災害

が発生している。今日の新聞には、雲南警察署が防災訓練を実施し

た活動が記されていた。他県では、大きな災害が発生しており、島

根県では起きないことを祈っているが、自然災害はいつどこで起き

るのかわからないので気をつけたい。警察職員はそれぞれの役割に

応じて、力を発揮して災害活動の万全を期してほしい。」旨の発言

があった。

２ 議題

行政不服審査法に基づく審査請求に対する裁決書（案）

警 察 本 部 行政不服審査法に基づく審査請求に対する裁決書（案）について

説明があり、原案のとおり決定した。

３ 報告

⑴ 警察官職務執行法第４条（避難等の措置）に基づく猟銃の使用

警 察 本 部 「警察官職務執行法第４条第１項の避難等の措置に基づき、猟

銃使用を行ったので報告する。使用状況は、令和５年５月25日、

浜田市瀬戸ヶ島町地内の一般民家付近の山林においてツキノワグ

マの目撃通報を受け、島根県担当職員、ハンター等と現場を確認

した結果、ツキノワグマが一般民家付近の山林を移動し続けてい

る状況が確認できたことから、人の生命、身体に危険を及ぼすお

それのある危険な事態と認め、警察官が猟銃の使用をハンター２

人に命じてスラッグ弾２発、ライフル銃１発を発射し、ツキノワ

グマ１頭を駆除したものである。」旨の報告があった。

委 員 〔意見〕「このような場合、警察官が許可してハンターが撃つのか。」

警 察 本 部 〔説明〕「警察官が指示をして射殺する。」

委 員 〔意見〕「今回の駆除措置はやむを得ない。今後も住民に危害が及ば

ないよう注意してほしい。」

委 員 〔意見〕「猟友会が活動するのは、常に警察の許可が必要なのか。」

警 察 本 部 〔説明〕「警察が指示を行うのは、地域住民に危害が及ぶおそれがあ

る場合である。」

委 員 〔意見〕「措置について了解した。」

委 員 〔意見〕「周囲の住民は気を付けていただきたい。」



⑵ 自転車マナーアップ運動及び春の全国交通安全運動の実施結果

警 察 本 部 「自転車マナーアップ運動を、５月１日から５月31日までの１

か月間実施した。各署では、マナーアップモデル校の指定、スタ

ントマンによる交通教室、街頭啓発活動を実施した。警察本部の

取組は、島根県教育委員会、島根県私立中学校高等学校連盟等に

対し、ヘルメットの着用促進を依頼した。また、春の全国交通安

全運動を５月11日から５月20日までの10日間実施した。期間中の

主な取組としては、キラリ推進隊の委嘱、米子警察署との合同検

問、企業による飲酒運転根絶署名簿の提出、交通安全決起大会の

開催、啓発活動、一斉街頭監視、交通安全テント村の開催、交通

教室を実施した。今後は、７月１日から７月21日までの間、夏の

交通事故防止運動を実施する予定である。」旨の報告があった。

委 員 〔意見〕「こうした取組を地道に続けていき、交通事故や違反が減っ

ていくことを期待したい。」

委 員 〔意見〕「県民の自転車ヘルメット着用はまだ不十分で、特に高校生

が少ないと感じるので、働きかけを進めてほしい。信号のない

横断歩道もまだ止まらない車も多いが、車への指導はもちろん

歩行者側も手を上げてアピールするなど双方の指導をお願いす

る。」

委 員 〔意見〕「関係機関とタイアップした交通安全教室や安全運転ドライ

ブコンテストへの参加促進などの取組を様々なところで広げて

ほしい。」

⑶ Ｇ７広島サミットに伴う特別派遣状況等

警 察 本 部 「５月19日から21日までの間、広島県広島市のグランドプリン

スホテル広島において開催されたＧ７広島サミットに伴う警備に

特別派遣され任務を完遂した。警備体制は特別派遣部隊等全体で

２万４千人であった。派遣者の感想として、『初めての大規模警

備であり不安もあったが、仲間と力を合わせて無事に完遂するこ

とができた。今回の貴重な経験を今後の部隊活動に活かした

い。』『日本警察の一員であることを肌で感じることができた。ま

た、隊員間の絆がより強くなり、自分にとって貴重な財産となっ

た。』『過酷な任務・環境であったが、警備を通じて部隊員同士の

信頼関係や達成感など、部隊活動でなければ得られない良い経験

ができた。』などの感想があった。」旨の報告があった。

委 員 〔意見〕「今回の経験を今後の県民の安全安心を守るために生かして

ほしい。」

委 員 〔意見〕「何も起きないのが当たり前の厳しい状況の中でその場での

判断が必要なことも多くあったと思うが、こうした経験は今後



役に立つと思う。」

委 員 〔意見〕「今後この経験を生かし、次につなげてほしい。また、この

活躍の裏に県内で後方治安を守った職員の存在があったことも

忘れないでほしい。」

４ 本部長総括

本 部 長 「梅雨時期に入り、風水害の発生が懸念される。先週は、東海・

関東エリアで大規模な浸水被害があり、場所によっては１日で一月

分の降雨があったと聞いている。本県でも、そういった雨の降り方

はあり得るところであり、関係機関と連携した訓練を行ったり、大

雨、浸水被害が予想される時は、早めに人員を配置するなど、事前

の備えをしっかり行いたい。雨の降り方が変わってきており、江の

川のようによく氾濫するエリアだけではなく、普段あふれることが

想定されていない小さな河川も氾濫することを想定して警戒する必

要がある。」旨の発言があった。


